
　開催日及び場所 令和８年８月１８日（火）　　14:00～15：00
橋本市役所　会議室B

　出席委員氏名 北野　栄作（委員長）

濱田　学昭

塙阪　隆

　審議対象期間 令和７年１０月１日 　～ 令和８年３月３１日

　抽出案件 総件数 ４件 審議事項

（１）令和７年度下半期の入札・契約
　制限付一般競争入札 ０件 　　結果について

（２）定例報告
　①総括表

　工事希望型競争入札 ３件 　②工事に係る入札契約方式別発注
　　工事一覧
　③入札参加資格停止等の運用状況

　指名競争入札 １件 　　一覧表
（３）抽出事案について

　随意契約 ０件

　
　委員からの意見・
　質問、それに対す 別紙のとおり 別紙のとおり
　る回答

　委員会による建議
　の内容

令和８年度　第１回　橋本市入札監視委員会　　議事概要

意見・質問 回　　答

特になし



別紙

（１）令和７年度下半期の入札・契約結果について

（２）定例報告

1．　

2．　

【工事希望型競争入札】

1．　

【工事希望型競争入札】

1．　

【工事希望型競争入札】

1．　

【指名競争入札】

【その他】

意見・質問 回答

『橋本市消防庁舎長寿命化外部（脱炭素化他）改修工事』

2．脱炭素化とはどのような事業のことか。 2．脱炭素化とは二酸化炭素の排出量を削減するのが目的です。
本工事では、外部建具を二重窓にし、屋上部分を断熱化すること
で冷暖房におけるエネルギー効率を良くし、二酸化炭素の排出削
減を図ります。

『橋本市公共下水道　中央汚水幹線改築工事』

『第5次拡張事業　名倉地内老朽管布設替工事』

2．工事概要中の項目において、抽出事案によってアスファルト舗装工
事が付帯工事や舗装工事に含まれており、表現が異なるが統一する
のはどうか。

2．付帯工事ではなく、舗装工事と統一するように指導しています。

『市道慶賀野垂井線舗装修繕（その２）工事』

1．特になし

罰金刑を受けてから入札参加資格停止までに一定期間が経過して
いることについて、なぜ情報把握が遅れたのか。また、関係機関か
ら自動的に連絡される仕組みがあるのか。

1．本市における入札参加資格停止の措置に該当する案件の
情報は、和歌山県が行った入札参加資格停止措置が公表さ
れたことにより把握しています。今回の案件は、県庁内で
産業廃棄物収集運搬業許可の取り消しを行う部署の措置が
遅れたのか、それとも入札担当部署の情報把握が遅れたの
か確認できていないので、情報共有の仕組みも合わせて和
歌山県に確認します。

貴市において、随意契約が適正に行われているか、どのような
チェック体制を設けているのか。

2．地方自治法施行令により、一定額以下の契約については
随意契約が認められているものの、調達担当課が随意契約
を行う時は、その決裁を総務課にも合議するルールとして
おり、見積依頼業者選定において、1社のみから見積を徴取
するのではなく、原則として複数業者から見積りを徴取す
るよう指導しています。また、見積結果や契約案について
も確認を行っています。

なぜこの時期の発注となったのか。 1．設計の業務および現地調査等に時間を要したことで、発注時
期が年度末になりました。本委員会で以前から年度末に執行する
入札の参加者数について意見をいただいていることを踏まえ、関係
部署にも適切に対応するように伝えています。

近年、下水道管の老朽化による道路陥没等が全国的に問題となっ
ていることから、本工事がどのような調査・計画に基づいて実施され
ているのか。

1．全国的な下水道管の老朽化問題を踏まえて調査を実施してお
り、その結果や管渠の状態等を考慮して、優先度の高い箇所から
改築を進めています。また、既設管の材質について、従来のヒュー
ム管から耐震性・耐久性に優れた管材への更新を進めています。

2．下水道管を埋設しているのは、市道、県道、国道等あるが、調査の
管轄はどこか。

2．下水道について、埋設場所が県道、国道に関わらず、市が管
理する下水道施設は市が調査を行っています。

水道管の老朽化について、今回の更新が個別の緊急対応なのか、
長期的な更新計画に基づくものなのか。

1．第5次拡張事業等の水道施設更新計画を策定する際に、既設
管の施工時期や状態等を把握しており、基本的には古い管から順
次更新を進めています。ただし、漏水等により緊急性が高い箇所に
ついては、計画順位にかかわらず優先して更新する場合がありま
す。また、当該工事は個別の緊急対応が必要な工事です。

1．指名業者選定理由において、あいまいと捉えかねない表現がある
ので改めてはどうか。

1．当該表現について見直します。

2．夜間工事は、昼間の工事と比較して工事費は高くなるのか。 2．労務単価とアスファルト合材等が夜間割り増しになり、設計単価
が高くなります。

意見のまとめとして、入札参加資格停止情報の共有、下水道管の材質・更新、舗装工事の指名業者選定の表現、随意契約における
チェック体制についてそれぞれ検討します。


